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岩城中学校 ☎７３－２２１２

～第４１期生 ３５名が同窓会へ入会～
３月９日（木）､＊＊＊＊理事をお迎えし､

令和４年度同窓会入会式が行われました。 第
４１期卒業生（３年生）３５名が晴れて伝統
ある岩城中学校同窓会に入会しました。

３年生の皆さん、ご入会おめでとうござい
ます。式では、＊＊会長の代理として＊＊理
事が挨拶の原稿の代読のあと､新入会員を代表
し＊＊＊＊さんが同窓会の一員として頑張っ
ていきますと誓いの言葉を述べました。

３年生の皆さんは、これから２，５８２名
の岩城中学校同窓会員の一員として自覚をも
ち、岩城中学校の発展に協力していく立場と
なりました。本日、卒業生の激励にいらして
くださった先輩方のように、中学校を卒業後
も、岩城中学校を支える一人としてご協力を
お願いします。

＊＊会長の挨拶
岩城中学校第41期卒業生の皆さん卒業おめでとうございます。
皆さんは入学当初よりマスク姿が当たり前の中学校生活になってしまいまし

たね。それでも様々な対策をしながらも学校行事を行えたことは、3年間の思
い出になったのではないでしょうか。部活動においては他校との合同チームで
の出場だったり、少人数での出場だったりと決して良好な状態ではなかったと
思いますが、個人競技団体競技とも地区大会、県大会と素晴らしい活躍でした。
今年は皆さんの授業風景や、小学

生との意見交換会（熟議）なども少
しずつ参観することが出来てとても
嬉しかったです。マスクなしの生き
生きとした表情の授業風景を参観で
きる日が早く訪れることを願ってい
ます。
いよいよ皆さんは九年間の義務教

育を終え、それぞれが「夢」に向かって新たな一歩を
踏み出します。これからの長い人生「目標や夢」はそ
の都度変わっても良いと思います。色々な経験を積ん
でください。
最後に皆さんにお願いです。他人を思いやる心を忘

れないでください。そして、自分自身を大切にし決し
て親を悲しませるようなことがないようにしてくださ
い。
岩城中学校第41期35人の同窓会入会を心より歓迎いたします。

令和５年３月９日
由利本荘市立岩城中学校同窓会

会長 ＊＊ ＊＊
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新入会員代表誓いの言葉
厳しかった冬も終わり、春の兆しが、あちらこ

ちらに感じられるようになりました。
私たち第４１期生が岩城中学校での思い出を胸

に、いよいよ明日卒業の日を迎えます。
先ほどは、私たちの同窓会入会にあたり、同窓

会長・＊＊様より温かい激励のお言葉を賜り、あ
りがとうございました。今日ここに晴れて伝統あ
る岩城中学校同窓会の一員となることができ、う
れしく思います。

思えば、私たちが岩城中学校に入学してから今
日まで、様々な活動にはいつも、私たちの先を歩
んでくださる諸先輩方の存在がありました。私た
ちが誇りとしている、岩城中学校の三本柱である、
「黙想、全校武道、自問清掃」も、たくさんの先
輩方が引き継いできてくださったからこその伝統
です。

今、卒業を前に、運動会や岩中祭など、様々な行事も、たくさんの先輩方か築いてこられた伝
統が脈々と受け継がれていたことを改めて実感し、感謝の思いでいっぱいです。本当にありがと
うございました。

これから、私たちは卒業して、それぞれの道を歩んでいきます。その道の先には、楽しいこと
だけでなく辛く厳しいことも待ち受けているでしょう。そんな時、私たちの心のよりどころは、
この岩城中学校で過ごした日々となることと思います。

今後は、これまで頂きました、たくさんのご恩を忘れず、同窓生として諸先輩方と力を合わせ、
母校岩城中学校のますますの発展のために努力していくことをここに誓います。

同窓会の皆様、どうぞ温かいご指導をよろしくお願いいたします。

令和５年３月９日
新入会員代表

三年Ａ組 ＊＊ ＊＊

令和５年度は学校創立４２周年です！
会費の納入にご協力を！

岩城中学校同窓会では、周年行事準備等のために、第1期から第２９期の同窓生の皆様から同窓会費の納
入にご協力をお願いしたいと考えております。（一部の会員の方からはすでに、ご協力をいただいております。
第３０期生から第４１期生まで、入会の際に１、０００円の同窓会費をいただいています。）
つきましては、年祝いや同窓会等でお集まりの際に、同窓会費の納入にご協力をいただきたいということを

話題にしていただければと思います。ご協力をよろしくお願いいたします。

＊納入についてのお問い合わせは、岩城中学校内・同窓会事務局・教頭まで。

○第１６期～２９期生までの期の代表理事を確認しています。各期の代表者の方は事務局までお知らせください。

【誓いの言葉を述べる＊＊さん】

【お祝いの言葉に耳を傾ける新入会員】 【入会の決意とともに校歌を歌う新入会員】


